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令和４年度 国立感染症研究所村山庁舎安全管理検証チームの検証報告書（概要）  

令和５年３月１４日 

 

 

１ 目的 

「国立感染症研究所村山庁舎の安全対策、災害・事故対策及び避難対応の強化に関する検討会」や「災

害・事故等発生時における対応マニュアル」等で示された安全管理対応を検証し向上させることを目的とす

る。併せて「BSL4実験室安全操作指針」及び「病原体等曝露対応要領」等の規定に基づく訓練を想定し、

BSL4実験室で事故等が発生したときの初動対応、搬送及び関係者への情報伝達方法を確認し、職員の対応

能力の向上を図ることとしている。 

 

２ 訓練等の実施内容 

 （1）消防訓練 

 ① 村山庁舎全体の訓練（11月と 3月の年 2回）   

② 警備・設備員の合同訓練（5月、7月、9月、1月実施） 

③ BSL3管理区域からの避難訓練（1月、3月実施） 6、8、9号棟 

 （2）警備訓練 

   警備員及び設備員の合同訓練（毎月 1回実施） 

 （3）講習会 

   ① バイオリスク管理講習会（2ヶ月に 1回） 

   ② BSL4実験室内で作業に従事する職員向け講習会（年 1回実施） 

   ③ 特定二種及び家畜伝染病病原体等取扱者の教育訓練（3月実施） 

   ④ BSL4施設など特別管理区に係る警備員及び設備員向け講習会（年 1回実施） 

 （4）健康診断 

   ① BSL4実験室内で作業に従事する職員の適性検査（年 1回実施） 

   ② 病原体等取扱職員に対する特別定期健康診断（年 2回実施） 

   ③ 職員に対する一般定期健康診断（年 1回実施） 

  (5) 曝露事故対応訓練＜特別訓練＞ 

    BSL4実験室内で曝露事故（針刺し等の事故）が発生したことを想定した対応訓練 

  ・実施時期：令和 4年 10月 31日（月） 

・実施場所：BSL4実験室、国立国際医療研究センター病院（曝露者の搬送先） 

・訓練参加機関：国立感染症研究所、厚生労働省、国立国際医療研究センター病院、武蔵村山市 

・訓練項目：① 曝露事故発生時の対応訓練 

      ② 情報伝達訓練（所内及び関係機関等） 

      ③ 曝露者搬送訓練（公用車にて搬送） 

      ④ 曝露事故結果の報告 

 

３ 全体の検証（評価） 

    新型コロナウイルス感染症は昨年度に引き続き再び拡大する状況もあったが（第７波、第８波）、感 

染防止対策を徹底することにより計画的に各種対応訓練等を実施することができた。 

   警備訓練については東大和警察署の指導のもと、所内における訓練計画に基づき不審者侵入対応訓練

等を中心に、有事の際の警察機関への連絡やその他の応急対応措置について確認ができた。また、今年

度はこれまで積み重ねてきた訓練成果を踏まえ、的確に状況を把握・共有しつつ、適切な対処指示等の

習熟度を高めることを目的とした実践的な訓練を導入することにより緊急時における判断力、連携活動

や情報共有等の検証を行うことができた。 

   消防訓練については消防計画に基づき、年２回村山庁舎全体の自衛消防訓練を行い通報、消火、避難
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誘導等の各訓練を実施。11月の訓練では北多摩西部消防署の協力を得てはしご車による高層階からの救

助訓練を行った。また所内訓練計画により２ヶ月に１回警備員、設備員合同による初期消火及び放水訓

練を実施した。これらの消防訓練を通して初動対応や職員の避難経路の再確認、避難所開設に向けた各

班の役割分担や各班の動き等を参加者で確認することができた。また、地元消防署との合同訓練、近隣

施設等の参加により地域の連帯感の構築と防災意識の向上に効果的であった。今後も防火管理の意識を

高めつつ、継続的に訓練等を実施していくことが必要である。 

曝露事故対応訓練については訓練の実施後、所内関係者及び訓練参加機関により検証・評価を行い今 

後の課題等となる事項を抽出し整理した。今後の課題とされた事項は順次対応すること。 

各種講習会・健康診断については予定どおりに実施され、対象者は漏れなく受講・受診した。 

 

４ 次年度への意見 

   警備・消防訓練は緊急時対応手順の習熟度を高めつつ、課題の明確化に繋げるためにも新たな訓練手

法等を取り入れ実施すること。 

  また、ＢＳＬ４実験室曝露対応訓練については対応手順に基づき概ね的確に実施されたが、訓練後の 

検証・評価により今後の課題等として整理された事項について、着手可能な改善策を踏まえた訓練計画 

を策定し、曝露時等対応の強化に取り組んでいくこと。 

上記の各訓練は PDCAサイクルに基づき訓練計画を策定、実施後の検証・評価を行うことにより常に改

善の意識を持ちつつ、緊急時対応及びセキュリティ対策等の能力向上、強化に務めること。 

 

 

５ 安全管理検証チーム構成員 

所長、副所長、研究企画調整センター長、総務部長、高度封じ込め施設長、バイオリスク管理員会委員

長、安全実験管理部長、施設管理課長、施設管理課長補佐 

 

 

 


